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はじめに

2005 年 4 月に発足した特定非営利活動法人日本歯

周病学会の認定歯科衛生士制度1，2)は「歯周治療およ

び予防を通し，歯科衛生士の専門的知識と技術を確保

するとともに，歯周病学の発展及び向上を図り，もっ

て，国民の口腔保健の増進に貢献する(総則第 1 条)」

ことを目的として発足し，5 年間の経過を経て，2010

年 4 月には 6年目を迎えることとなります。認定歯科

衛生士総数は 2009 年 12 月現在，728 名となりました。

今年，認定更新という時期を迎え，歯科衛生士が認定

資格を取得し仕事をすることの意義や目的をもう一

度，再確認したいと思います。

申請者数の推移

2010 年春期で 10 回目の認定試験を迎えます。申請

者数と合格者数の推移を表 1，図 1に，また，申請者数

と合格者数の累計を図 2に示しました。

申請者数は，第 1回(2005 年・秋)71 名，第 2回(2006

年・春)93 名，第 3回(2006 年・秋)105 名，第 4回(2007

年・春)91 名でした。その後，申請者数は回を重ねる

ごとに増えていきましたが，3年間の暫定期間が終わ

りに近づいた 5・6回目では駆け込み的に急増し，第 5

回(2007 年・秋)158 名，第 6回(2008 年・春)242 名と

なり，暫定期間だけの申請者総数は 760 名となってい

ます。

申請者数がピークとなった暫定期間最後の第 6回目

認定試験は，申請者数が多かったことから 1日で終了

せず，午前 8時 50 分∼午後 5時まで，2日間にわたり

試験を行いました。受験者の皆さんはケースプレゼン

テーションの順番を待つ時間も長く，緊張が続き，大

変お疲れのことだったと思います。

暫定期間後の申請者数は 100 人を超えることは無

く，第 7回目ではピーク時のおよそ 25％にまで激減し

ました。しかし，第 8回目以降，申請者数はゆっくり

と増えており，このまま順当に増加していくことを期

待しています。

暫定期間とは

新規に日本歯周病学会認定歯科衛生士を申請する場

合，図 3に示す条件を満たすことが必要です。つまり，

認定歯科衛生士施行細則によれば，新規申請条件とし

て「合計 30単位以上の実務経験単位+教育研修単位」

と「2 回以上の日本歯周病学会学術大会への出席」が

義務づけられていますが，認定制度の施行初年度から

この条件をクリアすることは困難であることから，

2005 年∼2008 年 3 月 31 日までの 3年間を暫定期間と

定め，申請時に必要な「実務経験単位+教育研修単位

の合計単位」を 30単位以上から 23単位以上に，また

「日本歯周病学会学術大会への参加回数」を 2 回以上

から 1回以上に緩和しました。これには，この制度を

活用して多くの歯科衛生士に認定資格を取得して頂き

たい，という願いが込められています。
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表 1 日本歯周病学会認定歯科衛生士の申請者数・合格者数の推移

図 1 日本歯周病学会認定歯科の申請者・合格者の推移
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図 2 日本歯周病学会認定歯科衛生士の申請者数・合格者数の累計

図 3 日本歯周病学会認定歯科衛生士の新規申請の手順



合格率の推移

歯科衛生士認定試験の合格者数および合格率の推移

を図 4 に示しました。1∼4 回目までの合格率は 90％

を超えています。しかし，暫定期間中の 5・6回目では

多くの歯科衛生士が申請をされましたが，残念ながら

合格率は著しく低下しました。

なぜ，合格率が著しく低下したのでしょうか。その

理由として，おそらく慌てて症例を集めたためだと思

いますが，①メインテナンスの期間が不十分，②炎症

の改善が顕著でない，③報告書の不備(例えば，症例写

真がない，チャートが不明瞭であるなど)，④実務経験

単位不足 などがあげられるかと思います。

しかし，不合格となった申請者の中には，再申請や

再チャレンジによって認定を取得された方が多くおら

れます。このような，再提出のために，患者に協力を

願い，炎症が改善した写真を撮るなど不足分を補い，

不備を整えるなどの努力は確実に歯科衛生士自身のス

キルアップに繋がっていると思います。

暫定期間終了後，申請者数は少なくなりましたが，

合格率は上昇し，認定者は少しずつですが増えつつあ

ります。また，日本歯科衛生士会との研修単位のコラ

ボレーションを整えたことやホームページ上の申請用

紙の改善もあって，申請者は増加し，第 10 回目となっ

た今年の春には 42 名が認定試験を待っています。

認定者比率第 1位は熊本県

認定者の人数を各都道府県別にまとめたものが表 2

です。各都道府県によって少々バラつきがあるようで

すが，歯科衛生士就業者数が多い東京都は最も認定者

数が多く，119 名が認定されています。一方，認定者

のいない都道府県は 4県あり，今後増えてゆくことを

期待したいと思います。

就業歯科衛生士 1000 人当たりの認定者数を計算す

ると，最も多い県が熊本県の 30 人，次いで石川県の

23 人となり，就業歯科衛生士の人数とは一致していな

いことがわかります。その理由については，今後の調

査・検討課題としたいと思いますが，おそらく認定資

格取得を希望する熱心な歯科衛生士やその後押しをし

てくださる熱意ある歯科医師の方々が多いためではな

いかと推察されます。

平成 20 年度厚生労働省調査によれば，歯科衛生士

の 90.7％が歯科診療所に勤務しています3，4)。認定

試験申請には 5 年間の臨床経験が必須条件となるた

め，認定試験に申請ができない 25歳未満の歯科衛生

士は 18.8％を占めていますが，言い換えると，認定取

得の可能性がある歯科衛生士は 81.2％もいることに

なります。

日本歯周病学会認定歯科衛生士試験への申請者総数

は，日本の就業歯科衛生士のうち申請の可能性のある

歯科衛生士 78,288 人のうちのわずか約 1％であり，さ

らに認定取得衛生士は約 1％にも満たない数となりま

す(図 5，図 6)。
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図 4 日本歯周病学会認定歯科衛生士の申請者・合格者の推移



本来ならば就業の多い県では，もう少し合格者が

あってもよいと思うのですが，なぜこのような結果に

なるのでしょうか。その理由として，①認定を取得す

る意義や価値観の違い，②資格取得をサポートする歯

科衛生士や歯科医師がいない，③パソコンでまとめる

作業に精通していない，などの原因が考えられるかと

思います。

多くの歯科衛生士は診療室で歯周病の患者を担当し
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表 2 日本歯周病学会認定歯科衛生士の都道府県別 認定者数

図 5 就業場所別にみた就業歯科衛生士数 ※平成 20 年末現在（日本歯科衛生士学会より）

図 6 年齢階級別にみた就業歯科衛生士数 平成 20 年末現在（日本歯科衛生士学会より）



ており，「認定歯科衛生士を取得したい」という向上心

は持っているものの，価値観の違いや現在の業務内容

が違うなど，取得までに至らない場合もあるのではな

いでしょうか。また，取得したくても日頃の業務に追

われ，まとめることができなかったり，認定を取得す

るまでの過程において，パソコンで症例をまとめたり，

ケースプレゼンテーションのスライド作成が不得意で

あるため，申請を諦めたりしている歯科衛生士もいる

のではないかと推察します。

ケースプレゼンテーションの試験終了後に「パソコ

ンの使い方など，いろいろ勉強させてもらった」，「ま

とめるのに，本当に大変でした」という感想をよく耳

にするのもその現れと思われます。そんな方には，ぜ

ひとも認定を取得するための教科書として出版された

「歯科衛生士のための歯周治療ガイドブック・認定資

格取得をめざして」(特定非営利活動法人日本歯周病

学会編 . 医歯薬出版5)，を参考にされて認定試験に

チャレンジして頂きたいと願っています。

いずれにしても，歯科衛生士の日頃行う業務内容(歯

周治療が多い)から考えると，自らの研鑚やキャリア

アップのためにも症例を集め，まとめ，発表すること

が重要です。また，それは自分の業務内容を整理する

ことになり，業務の評価・見直しに繋がり，さらに歯

科医療の貢献にも繋がって行きます。そして，これら

が次へのステップとなり，認定資格に繋がってゆくの

ではないでしょうか。

認定歯科衛生士を目指そう

歯科衛生士教育が今年度(2010 年)から 2 年制教育

から 3年制教育に変わり，教育内容も大きく変化して

いく中で，さらに歯科衛生士が専門的能力を発揮し，

期待される役割を発揮するためにはどうすればいいの

でしょうか。

歯科衛生士のような専門職にとって，社会的責任と

キャリアの面から学校での教育が終了してからも一生

学び続けるという「生涯教育」や「継続教育」の考え

方が重要です。そして，常に自己研鑚に励み，自己の

能力の開発や・維持・向上に努めていくことが大切で

す。また，今後の歯科衛生士の地位向上のためにも，

社会から認知される高いレベルの「生涯教育」や「継

続教育」が必要と思われます。
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表 3 各学会が認定している認定歯科衛生士

表 4 日本歯科衛生士会が認定している認定歯科衛生士



現在，認定歯科衛生士と名前がつくものには，①各

学会が行っている学会認定歯科衛生士6∼12)(表 3)，②

日本歯科衛生士会が行っている認定歯科衛生士(表

4)，③全国歯科衛生士教育協議会が認めている専任教

員認定歯科衛生士があり，それぞれ，各団体が認定制

度の施行規則を作り，運営されています。認定基準も

様々で，ある一定の単位を研修・受講するもの，書類

審査のみのもの，書類審査の後にケースプレゼンテー

ションを行うもの(日本歯周病学会はこの方式)などが

あり，認定審査方法も様々です。

日本歯周病学会に新規申請を希望される歯科衛生士

は，図 3に示すようなステップを踏んで資格取得を目

指してほしいと思います。

また，今年から認定更新期を迎え，これまでに認定

資格を取得された歯科衛生士の方々の更新が徐々に進

められています。認定更新対象者には，あらかじめご

案内文が届きますが，1 年間の猶予しかありません。

案内文が届き次第，直ちに更新の手続きの準備をして

いただくことをお勧めします。図 7に更新申請の場合

の手順を示しました。更新の条件をクリアし，申請後，

審査・理事会承認までに時間がかかることを認識いた

だき，更新の手続きをして下さい。

まとめ

歯科衛生士は，歯周病の予防や治療において，大変

重要な役割を担っています。歯科診療補助という役割

だけでなく，歯科医師と協働しながら予防や治療に専

念し，能率よく歯周病の患者に対応するスキルが必要

とされています。そのためには，歯周治療に関する知

識，歯科衛生士が行う歯周検査，歯周基本治療，メイ

ンテナンス(SPT)など，歯科衛生士に求められる的確

な判断や患者の状態の把握などの能力を高めてゆく必

要があります。さらに，医療の高度化・複雑化への対

応や保健医療福祉への連携など，診療現場における「専

門性の高い技術」や「専門的な知識」が求められる時

代になると思われ，社会のニーズに応じた高いレベル

の認定資格が必要であると思われます。

認定歯科衛生士は，その専門的な分野におけるスペ

シャリストとして，専門性をより一層スキルアップす

ることが求められています。そのためには，この日本

歯周病学会のような認定制度を活用し，自らの臨床能

力を高め，より社会に貢献することができるよう努力

することが重要だと考えます。
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図 7 日本歯周病学会認定歯科衛生士更新申請の手順
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